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メリット

本市のサービス概要

便利！

マイナンバーのコンビニ交付サービス導入について
個人番号カードを利用して、住民票の写し・印鑑登録証明書等を
コンビニエンスストアで取得できるサービスです。

コンビニは、市内約 1,100 店舗、全国約 47,000 店舗
（H27 年10月時点）あり、店内に設置されているマルチ
コピー機で個人番号カードを使用し、６時30分から23時まで
利用することができます。また、利用者がマルチコピー機の
タッチパネルを操作して証明書を取得するため、申請書の記入が
必要ないことや、待ち時間が少ないなど、市民の利便性の向上に
つながります。

証明書発行場所・時間の拡大

セブンイレブン、ローソン、サークルＫサンクス、
ファミリーマート、Ａコープ北東北、セイコーマート、
イオンリテール、国分グローサーズチェーン、
エーコープ鹿児島、セーブオン

利用可能なコンビニ等

マルチコピー機などの機器の設置や設置場所の賃料等に関する
固定経費を行政側で負担する必要がないため、これまでより安価
なコストで運用が可能です。

行政のコストメリット

導入時期
平成29年１月予定

利用時間

ア　全国自治体同様、６時30分から23時まで（年末年始を除き無休）の利用とします。
イ　戸籍及び戸籍の附票については、平日9時から17時までの利用とします。

取り扱う証明書
用意されている６種類のサービスメニューのうち、５種類の証明
（住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書、記載事項証明書、戸籍の附票）
を導入します。税証明は、マイナンバー制度による証明発行数の減少等を
見極めることとし、当面の間、見送ります。



主な活動内容
所属する横浜市会健康づくりスポーツ特別委員会視察・・・ 1２/１、内科・循環器内科・整形外科・スポーツ整形外科・リハビリ
テーションクリニックと、大・小のアリーナ（体育館）、25ｍ×6コースの温水プール、トレーニングルーム、研修室や会議室を
備えた、どなたでもご利用いただける施設。健康な生活を送るため、生涯にわたってスポーツを楽しむため、競技者として
より強くなるためなど、さまざまな目的にあわせて利用することが出来ます。
所属する横浜市会健康づくりスポーツ特別委員会視察・・・ 1２/１、日産スタジアムの将来の夢！日産スタジアムの小倉純二
名誉場長が熱く語ってくださいました。健康づくり・スポーツ推進特別委員会で世界のスポーツ界の話題から、日産スタジ
アムの課題等を世界中のスタジアムと比較しながら教えて頂きました。
いなみ新聞 ・・・  1２/1から、区内の駅にて市政レポートを配布。師走の寒い日が続いております。皆さま、どうぞご自愛下さい。
恩師すが義偉内閣官房長官の経済人忘年会 ・・・ 1２/11、私は、すが長官の選挙区内の県市会議員の先生方と共に登壇し、
すが事務所を卒業し、現在議員として活動する7人のうちの1人として初陣当選の御礼挨拶をさせて頂きました。
平成27年横浜市会第4回定例会 ・・・ 1２/17、会期末を迎え、閉会致しました。今定例会では、市長提出議案72件、議員
提出議案1件の73件の議案が可決成立。
中区制90周年・開港記念会館100周年記念事業実行委員会設立総会が中区役所で開催 ・・・ 1２/18、私は顧問に就任致し
ました。再来年の記念事業に向け、いよいよ始動です。中区で生まれ育ち、3世代同居の家族の身として、次世代も中区を
誇れる街になるよう、しっかり取り組んで参ります。

よこはまウォーキングポイント 事業概要

今後の方向性

よこはまウォーキングポイント実施から１年経過

2016年1月2日伊波家集結！

40歳以上の横浜市民等へ、歩数計を無償（送料630 円～負担有）でお渡しし、市内の協力店舗・施設（約1,000 か所）
に設置された専用読み取りリーダーに歩数計をのせることで、歩数に応じてポイントが貯まり、一定ポイント以上の方は、
商品券等があたる自動抽選に参加できる事業です。また、参加者全員で目標歩数（平均10 万歩 / 月）を達成した月は、
本事業から社会貢献活動 (国連ＷＦＰ)に一定額を寄付するとともに、専用ホームページで自分の歩数・消費カロリー等の
推移や、歩数ランキングを確認することもできます。

参加前と比べて体に気を付けるようになった

全参加者の平均歩数は、男性8,969 歩、女性6,897歩でした。
参加前と比べて運動への興味・関心が高まった

この事業は、平成 29 年度までに 30 万人を参加目標として実施していますが、開始から１年余りで早くも 15 万人の
参加があり、横浜市民の健康に対する意識の高さを反映しています。また歩数がポイントに換算され、抽選で商品券が
当たるという面白さがマスメディアに多く取り上げられ、「横浜市は健康づくりに熱心に取り組む都市」というプラスイメ
ージを全国に発信し、「ヨコハマ」のブランド力向上にもつながりました。「健康になったと思う」、いわゆる健康感は健康
寿命を算定する際の指標の一つであることから、今後の健康寿命の延伸が期待できます。

眠れるようになった

参加前と比べて健康になったと思う 65歳以上人口が
100万人を超える
2025年問題への対応

腹囲縮小で病院にかからない、医療費削減

伊波家の新年行事：毎年 1月 2日は、実家に従兄弟が集結。
それぞれの家族が顔合わせをする大切な時間です。

毎月恒例の本牧いずみ公園清掃活動 ・・・ 1２/21、第3月曜日。師走の寒さ厳しい中、ご参加下さった皆様、有難うございました。
使用済みの『おしめ』が捨てられてました。私の長男も『おしめ』の年齢ですが、親として考えさせられます。


